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研究成果の概要（和文）：研究成果の概要（和文）：知識の蓄積・発信の手段が紙からデジタル媒体へと大規模に移行
し、ウェブをとおして知識が世界規模で連結されつつある現在、研究資源と研究成果の双方を適切に継承する知識の枠
組みを構築することは、人文社会学における喫緊の課題となっている。本研究は、国内の学会や機関、およびドイツ、
アメリカ等で進める関連諸事業と連携して、仏教研究の知識基盤をSATデータベースとして構築し、次世代人文学の研
究モデルとして提供するものである。http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/参照。

研究成果の概要（英文）：The means of accumulation and transmission of knowledge is being transferred on a 
large scale to the digital medium from paper, while our current knowledge is being consolidated on a globa
l scale through the web. Therefore the construction of a framework of knowledge that appropriately inherit
s both research results and research resources has become a pressing issue in the Humanities and Social Sc
iences. This research project is constructing a "knowledge base" for Buddhist Studies. Taking the SAT data
base as the center of the hub, we are collaborating with local academic societies and organizations, along
 related projects in Germany, the United States, and so forth. This project provides a model for conductin
g of research in the evolving humanities. See http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 仏教学　人文情報学　RBIB　SAT　大蔵経テキストデータベース　Digital Humanities　ILTR

中国哲学・印度哲学・仏教学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)知識の蓄積と交換の媒体が紙からデジ
タルへと大規模に移行し、ウェブをとおして
知識が世界規模で連結されつつある現状に
おいて、研究資源と研究成果の双方を適切に
デジタル化する枠組みを構築することは、人
文社会学における喫緊の課題となっている。
ことに古典研究の分野において、非欧米系の
言語で記された資料をデジタル化する過程
で現れる諸問題は、世界的にも未解決の重要
課題である。 

(2)こうしたなか、研究代表者・下田正弘が
主宰する大蔵経テキストデータベース研究
会（SAT）は、仏教学の基盤テクストコーパ
ス大正新脩大蔵経（85巻、1億 2千万文字の
漢字中心の資料）のデジタル化を完成すると
同時に、過去 120年におよぶ日本の印度学仏
教学関係の書誌データベース INBUDS、およ
び世界 70人余の研究者が 60,000項目に寄稿
するウェブ電子仏教事典 Digital Dictionary of 
Buddhism（DDB）と構造的に連携し、巨大デ
ータベース間の相互運用を実現した。 

(3)一次資料たるテクストコーパスの構築
と二次的情報たる研究成果コーパスとの連
携を図るこの過程に、人文情報学の知見を適
切に介在させ、格段に利便性の高いデータベ
ース構築を可能する方法が浮かび上がって
きた。同時に情報学において注目されること
のなかった媒体転換の次元に現れる諸問題
解決の見通しができてきた。 
 
２．研究の目的 

(1)現在、世界で構築、運用される人文学の
大型学術データベースは、人文情報学的知見
Digital Humanitiesにもとづくデジタル資料と
しての特性把握が不十分なために利便性に
欠け、研究の手法も生み出される成果も紙媒
体の特性に制約されている。新媒体のデータ
を旧媒体の方法で利用するという方法上の
齟齬が人文情報学の導入によって改善され
るとき、人文社会学が将来にわたり依拠しう
る新知識基盤の構築が可能となる。 

(2)本研究は、学術資料のデジタル化を先導
する仏教学の世界的諸事業と連携し、仏教学
知識基盤「インド学仏教学リサーチベース」
（Research Base for Indology and Buddhology 
RBIB）を構築して、次世代人文学の知識基盤
モデルとして提示することをめざす。この過
程で従来の人文学に胚胎されている諸問題
を顕在化させ、解決へもたらすことが可能と
なるだろう。 
 
３．研究の方法 

(1)本研究は、世界中で構築されつつあるイ
ンド学仏教学研究のための多様なデータベ
ースの運用主体を中心とした国際アライア
ンスの形成を通じ、その連携の中で研究に有
益なデジタル資料の有機的集成、「インド学
仏教学リサーチベース」を構築し、これをも
って次世代の仏教学への知の継承の基盤と

する。 
(2)この実現にあたっては、仏教学分野にお
ける文献研究の手法を、資料がデジタル媒体
に転換されるさいのテクストの変容という
観点から検討し、人文情報学における現在の
技術の到達点を実用レベルで RBIB に適切に
反映させる。これらの研究成果を踏まえ、デ
ジタル媒体を前提とする研究の評価の問題
についても試行的研究を実施する。RBIB は
研究者が自由に利用可能な Web サービスと
して世界に向けて公開する。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の 3点に纏められる。 

(1) SATと INBUDS、DDBの三プロジェク
ト連携を基礎に、日米共同で進める英訳大蔵
経事業（公益財団法人仏教伝道協会）、ドイ
ツ・ハレ大学において完成された欧米の過去
200 年に及ぶインド学仏教学関係研究成果コ
ーパス South Asia Research Documentation 
Services 3、京都大学人文科学研究所漢字コー
パス CHISE、国立情報学研究所 CiNiiと内構
造的に連携し、大正蔵原典の画像取り込みも
含め、RBIB試作版として SAT2012版を公開
した(http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/)。本デー
タベースは国内人文系テキストデータベー
スとして最先端の成果であり、公開以来世界
からのアクセスは急速に増加、2014年には月
平均 70万件を超えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2)本研究は世界の仏教研究知識基盤のデ
ジタル化に大きな役割を果たした。ハンブル
ク大学（ドイツ）Indo-Tibetan Lexical Resources 
(ITLR)、ダンマチャーイ研究所（タイ）パー
リ語大蔵経プロジェクト、コレージュ・ド・
フランス（フランス）仏教百科全書プロジェ
クト（法寶義林）を強力に支援し、研究代表
者はそれぞれ基調講演を通じて成果の意義
を発表。これらのプロジェクトは今後 SATと
内構造的連携を実現し、巨大な知識基盤を構
築する予定である。 

(3)日本の人文情報学 Digital Humanities 
(DH)の構築に多大の講演をなした。研究代表
者が中心となって 2011 年に日本デジタルヒ
ューマニティーズ学会の設立し、2012年ハン
ブルク大学で開催の国際デジタルヒューマ
ニティーズ学会においては、非英語圏の研究
者として初の基調講演をなした。これに加え
て Harold Short, John Unsworth, Ray Siemens, 



Bethany Nowvisky といった国際DH学会の中
心的研究者、さらには国会図書館長を招いて
国際シンポジウム、ワークショップをたびた
び開催し、日本の人文学に新たな分野が成立
したことを世界に周知せしめることができ
た。 
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